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ll)順陛鏡 卜でHr-襲胞開窓術 ･陶 器 様 阻 喪 摘 出

術を施行 t_た 1例

裟富 豪雷 :望志 表賢 (品寮費舘 撃新潟き

し十大肝喪胞と陶器様阻喪を合併し.脂陛鏡下に肝喪胞

開窓術と胆褒摘出術を同時をこ施行 した症例を経験 したの

で報告する.【症例】63歳女~性.92年10日人間 ト ′′′て

肝腫癖を指摘され 当院内翻で精査を行 う.肝右葉は豪富

全体を占める巨大肝嚢胞上 結石が充満 した陶器様胆燕

(㌦診断を受け当科に紹介された.【手術手技】全身麻酔

下に気晦LT)私 腹陛鏡 卜阻喪摘出術に準 し､!1本い い--,

内容液を吸引.次に肝喪胞左蟹に付着する陶器様阻喪の

阻喪管 ･胆嚢動脈を処理 してかまゝ〕.阻喪LL_･轟胞壁n前面

を周い切開した.標本は剣状突起下の トロッカ-孔を 4

cm 弱に拡張 し摘出 した,術後経過順調でLq卜JRに退院

した.【結語】肝兼職は醸陸続下開窓術で十分限治出来,

陶器様胆嚢も胆蕪管 ･阻喪動脈n処理が可能.であればZ,

劇は多少太きくなるものの摘出可能であると思われた.

佐藤 攻 ･清水 武昭
競闘 克樹 中程奉不二嫁 (信楽園病院外科)

肝硬変合併肝細胞癌Lrl切除後,艶時性に副腎転移をき

たした2症例の副腎摘出を経験 したので報告する.

症例 1~1 73歳.女性.Cql.J.肝:大汗こよる肝硬変症で経

過観察中.平成3年l川 に肝細胞癌が見-~つかi).同年12

)~jに肝外側区域切除を施行.平成5年2札 右副腎転移

が札--1カ､り.副腎摘LL1-'1術を施行.経過良好.

症例 2) 74歳,EJ=i性.平成 1年に _̂FP 高値をき-､

切除を施行.平成二川こき‖丁】.肝再発日朝串こfr二副腎転移

が見つかりす肝部分切除および左副腎摘出術を施行.辛
成4年llI:a.石副腎転移にて副腎摘lLIt_1術を施行.経過泉

好,以上の経験より,他臓器転移の無い副腎転移は積極

的に切除すべきであると結論された,

131卵 巣癌肝転移の1切除例

鹿鳴 館治･佐藤錬一郎
鈴木 聡･大西 康晴
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松浦 亨 ( 同 塵婦人科)

卵巣癌根治術後1)隼6I,一月経iこ肝転移をきたし.肝右

葉切除にて転移取を完全切除 し:tた 1例を経験 したtJJ)で

報告する.

症例は銚歳の女性で,平成 3年8月をこ卵巣癌の診断で

当院産婦人手車こて根治手術を受けた既往がある.術後-/･11

精査(}:Tト,た上こ71肝右襲前区域;こ 8cm 大の陣場性

病変を認(Vj.卵巣癌し7)肝再発と診断 し,平成5年3月.

肝右葉切除術を行った.術中所見では腹腔内に他LT)再発

厳は認めず肝切除により十分な延命効果が期捧できる症

例こL:考え{-1れ･る.

1･,11幽門輪温存肝頭十 二指腸 切除術 (PPPI.))

によってif.t癒せ しめた Groovepancrea-

titisの 1例
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く 同 欝三内科)

【はしこ拙 ニ】瞳噛形成性慢性肝炎､-し二肝癌上の鑑別はし､

まだ十分に解決されLていない.我々甘-1∵二指腸狭窄を伴

･う限1訓用筆炎 (打化)VePanClでLlt.itis)を術自端封析し.PPPI)

を施行した 1例を経験 したので報喜する.

【症例 ･経過】42才男性.主訴は瞳痛.17年間(TIE二1本

Sam-torini_管領域(')肝腎三･こ限局した病変かと､'.Gl･oolye

ド;:lnLlでntitisと術前診断 した.また内科的治療に抵抗性

再1il(･1変法再建を施行した.術後腹痛の再燃は克く良好

に経過r~f-ごある.

【まとttヽ】本症し叫i-･･在を知る事が限局性慢性肝炎と肝

癌上の鑑別診断なL■-ぴに治療法の選択に重要である.本

例は術前iこGroovepこ1IICl･L,atitisと診断t得た貴重な

症例であると思われた.


